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【研究の背景・目的・内容】 

 気候変動に関する社会科学的研究は数多く存在するが、政策論や対策の実際に関するものが多く、その社会学

的な意味については未だあまり深く考察されていない。本研究は特に、気候変動が国際社会で大きく取り上げ

られるようになった京都議定書以降の流れの中で、中国・インドなどの新興経済圏が著しく成長を遂げるなど、

温室効果ガス排出量の日本の寄与分が低下する局面における、私たち日本社会の反応を具体的な素材とする。

議論の焦点は政策論や対策の実際もさることながら、私たちがいわゆる「加害者として」大きく関わることが自

明ではなくなった中での、コミュニケーションや倫理といった社会のソフトな面での反応をめぐるものになる。 

 

【応用例、研究の展望】 

 研究者の関心が気候変動にあるので、具体的な素材は気候変動を中心としたものになるが、そこで展開され

る社会学的な考察は広い範囲に応用が効くと考えている。先の問題関心では、絶対的な責任を帯びているとは

言い切れない状態におけるコミュニケーションや倫理を考察するものとより広く一般化することができるが、

たとえば、国内政治と有権者の関係は、この形にかなり近接していると考えることもできるだろう。 

 

【研究方法の特色】 

 研究方法としては広く社会学的な考察、特に理論社会学における先行研究の応用、進化が目指されているが、

事象における経験的な側面については、統計分析を大幅に活用するため、データと理論の対話的活用が本研究

における大きな方法論的な特徴である。 
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・池田和弘，2022，「気候変動と近代のパンドラの箱：歴史の累積効果を現在で解く」庄司興吉編『ポストコロナ

期の社会学へ』，新曜社（近刊） 
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との連携への期待 

・気候変動政策の国際比較調査 
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